




































































































































































































官僚出身である地方長官は赴任先の土地 つい の知識が乏しかったからである。一七六〇年代の後半に『トゥール総徴税区要覧』という一〇五五頁から成る大冊が編まれた。きっかけは、一七六二年と六四年の二度にわたって財務総監から地方長官にアンジュー地方についての報告書が求められたことである。時の地方長官レスカロピエは地方長官府内で、 「識者や熱心な市民」の手をかりて『要覧』作成の仕事を開始させた。編纂はレスカロピエの時代には終わらず、クリ ゼルの時代に完成 た。その序論でこう述べられている。 「地方長 の役目ほど広範なも ない。
･････
しかしながら、信じ難いことに、新任の地
方長官にその役目について教えてくれるよう 書物は一冊としてない。かれが統治することになる地方について教えてくれ ような書物は一冊としてない。人口、商業、マニュファクチュア、交通、農産物、すべてがかれにとっ は新奇である。すべ が不確かである」
（
10）。こうして編まれたのであるが、地方長官
にとっ 、この『要覧』に収められた情報で十分でな ったこと 容易に推察されよう。　
また、先に引いたブルターニュの『地方長官補佐のための訓令』では、地方長官補佐を「地方長官の眼」













監閣下の承認を要請しているビュシェール・ド・ショーヴィニエ氏は、二三歳の若者で、富裕ではありますが古い家柄ではありません。法律の勉強を終えておりますが、学士号 持っ おりません。私が聞き及んでいるところによれば、この人物は、素行は良好ですが、かなり偏狭な精神の持ち主 よう あります。昨年一一月八日にヴィルヌーヴ氏によっ なされた移譲権（引用者註
　
官職を近親者に譲渡することがで





て要請されたリレ教区に在住する上座裁判所執達吏の職を設ける件は、私が集めた情報 よれば、必要性が高いように思われます。この地 も、近隣一リュウ四方の諸教区にも、執達吏はおりません。この官職の価格については、一二〇リーヴル いうのは十分ではないと思います。一五〇リーヴルにしても ろしいでしょう」
（
13）。同じように官職保有に関わる調査として、両替の仕事を無許可で行っている者たちが

























































































































れがどのような関係になっていたかを知りたいところだが、残された史料からはよく分からない。 「アンジェの地方長官補佐事務所によって作られ、確定された」と記され、地方長官補佐の署名 ある各教区のタイユ台帳 残っているが
（
25）、 地方長官補佐は実際にはどのように関わっていたのであろうか。前述の 『ト
ゥール総徴税区要覧』では、管区内のさまざまな役所につ て説明していて エレクシオンにおけるエリュの仕事にも触れているが、地方長官補佐につ ては前章で述べたかれ の俸給がないということのみで、
（15）フランス絶対王政期の地方長官補佐について244
仕事については触れられていない。 地方長官府から見れば、 地方長官補佐は一応自らの側の組織なので、 『要覧』作成の目的からして、詳しく記述する必要がなかったのかもしれない。　
したがって、別の史料に拠る必要があるので、 『地方長官補佐のための訓令』と並んで地方長官補佐に










追認の部分が大きいようにも思われるが、何 特別の問題が生じたときに地方長官補佐の関わる余地が大きくなる ではないだろうか。デュシェンヌによ 次 記述もそのことを裏づ いるよう 思われる。「タイユが誤って超過課税されたときには、これに異議を申し立てることができるが、これに関して法の
(16) 243














































































































めの集会の当日、指定された場所に都市役人あるいは村総代に先導されて向かい、この任務のための特任官に任命された地方長官補佐の前に集合する。地方長官補佐は名簿にしたがって点呼を行なう。名簿には免除特権の有無にかかわらず、対象者がすべて載せられ、この集会で地方長官補佐が、規定にしたがって、免除特権を与えるかどう 判定する。くじ引きの結果当たった者に対して、地方長官補佐は、地方長官補佐自身が署名した証書を交付する。他方、当 った者の氏名、身体的特徴を記した報告書と写しを作成 、一部は地方長官補佐事務所で保管 の一部は地方長官府で もう一部は陸軍卿の部局で保管される。くじを引いている最中に何か問題が生じたり異議申立て なされた場合は 地方長官補佐が、暫定的な措置であるが、対応を決定する 限を有した。くじ引き集会を執り行うことに反対する何らかの騒動が生じたときには、参加者を教区に帰 、調 作成し、集会に立ち会 ていた都市役人あるい 村総代に署名させる。調書には騒動を起こした者すべての名 記され、それらの者は逮捕され、その後民兵として徴集される。なお、地方長官補佐は集会の治安維持 ために、騎馬警邏隊に現 に赴くよう 通知を行う、とされた。　
このように強制的に兵士にされた国王民兵たちのなかでは、脱走する者も多く現れ、大きな問題になっ
ていたが、ゲルシュは一七五九年四月、与えられ 休暇期間を過ぎても部隊に帰 ない民兵について、該当者の る村の総代たちに手紙を き、また、同様の状態にあるアンジェ市の諸教区出身は、アンジェの騎馬警邏隊に、それら民兵についての情報を得るよう命令した。翌年もまた マルソーレ
(22) 237



































































一六六九年には同じくセレザンがアンジェ市から会計報告を受けて たことはすでに述べた（第一章第二節） 。かれら初期の地方長官補佐についてのこ 情報からも分かるように、都市財政の監督は地方長官補佐の重要な任務であった。　
一七二〇年代末から三〇年代初めにかけて、アンジェ市の入市税徴収役シモンなる人物が登場する二件
(26) 233















閣下から 手紙にしたがって、私が氏にお渡ししてあったものです。この帳簿は、担当 ていた入市税収入を横領したかどで告発されているグロトンなる者についての予審のためにヴェルリエール氏が必要 していたものです」
（
53）。関連の史料が残されていないので、この二つの件が関連しているのかどうかも分か
























































































業団体の代表たちとの交渉 必要 なることもあった。一七四九年、許可されていない時間に市場で糸を買った小売商たちに対し 職工組合の代表たちが罰金を課したが、これを軽減するよう介入して る
（
63）。
































































の口調はかなり強いものであった。昨年一一月の手紙において、自分の管轄区 米の配給対象地域に入れて欲しいと要請した。穀物価格が高くなっているため、不可欠である。だが まだそれが行われていないという。 「この要請を国務会議に伝える とを、閣下がお忘れ なっ はいなかったことを私は強く確信いたしております。私は、閣下の情け深さや、常日頃から 慈愛 満ち 行動をまことによく存じております。それゆえ、このたびのことについても、それらを発揮なさることを 忘れになるはずはないと存じ
（35）フランス絶対王政期の地方長官補佐について224



















管理にも大きな責任を地方長官補佐が負わされていたことが窺え 。一七七〇年 乞食収容所に関し その施設の劣悪さを訴える請願書が大法官に出され、そ ことに関して説明 求めら たマルソーレは、憤
(36) 223





児問題の深刻さについて発言し、捨児養育院の設立の必要性を説いて後、何度か設立計画が持ち上がっ 。一七六九年、こ 件 関する都市役人と上座裁判所との合同の会議にゲルシュとマルソーレの父子がそろって出席した。市政府と上座裁判所はこの問題につ て熱心に取り組ん ようで、す に何度か両者で会議を持ち、建設に都合のよい場所も選定していた。そ 上で 地方長官の後援が欲 いと地方長官補佐父子に述べていた
（
77）。地方長官の後援とはすなわち王権による資金援助のことであり、結局この計画














場合によって 外科師さえも当該教区に派遣し、か らから報告を受け、ま 医師と相談 て必要な薬の調達を地方長官に 請することになっていた。　
助産の場の近代化も政府の視野に入ってきていた。パリ施療院で学んだマダム・ド・クードレは、
(38) 221























































る。地方長官 求めに応じて情報を提供すること、地方長官からの命令や連絡を公的機関や団体、司祭などに伝達すること、また、伝えた命令がきちんと執行されている を監督すること、そして必要に応じて関係機関と協議すること―こうしたことが地方長官補佐の仕事 多くを占めていた。　
市政府とは、租税、軍事行政、食糧危機への対応など、多くの分野で連携しなければなら かった。村














地域的・職業的団体が一定の権限を有し、それな の役割を果たしていたからである。王権は、伝統的な機構や団体を廃止することなしに、その上に地方長官制度を新たに置いた。したがって、地方長官と地方長官補佐は、既存 機関・団体の働きを前提に て動かざるを得なかっ のである。　
そのことはまた、それらとの関係に注意を払う必要があったことを意味 る。デュシェンヌは「地方長
官補佐の役割に関するメモワール」で言う。 「司法、治安維持行政 財政の各部門は、それぞれ固有の役人を持っている。地方長官補佐は、そうした役人たちの仕事を勝手に自分 も とし り か らの権限を傷つけたりしないように十分な注意を払わなければならない。かれらは、その権限を金の支払いと引き換えにして持っているため 、この点については信じがたいほどに神経質なのである。この隠れた動機が、しばしばかれら し 、地方長官補佐を非難させる。ごくわずか 疑 でも、かれらにとっては明白な違法行為に見 るのである」
（
6）。また、都市役人についても配慮が求められる。 「地方長官補佐が、都市役































うために設置されたのが地方長官であるが、その地方長官の下僚でありながら、集権化を押し進める中央政権と緊張関係にあっ 地方における名望家層に属するという特異性 る。そこから考えると、地方長官補佐の機能とは、王権と地方の間に立って両者の利害を媒介するもの、と言えるのではないだろうか。地方長官の任地での活動をできるだけ実質のあるものにするために、国王 地方行政の末端として、地方長官補佐は活動した。 同時 、地方 さまざまな必要を王権に伝えて た である。地方長官への情報提供も、王権の求めに答えていると同時に、地方の必要を伝える場合が少なくなかった。　
疫病に襲われた教区の司祭の要望や凶作の年に国王賦役に苦しむ農民たちの状況は、マルソーレを介し














的に評価されてきたが、 れ 近代国家的な権力構造を前提にして 近世国家から近代国家への移行を発展と捉える認識を背景にしている 権力という のを近代国家的 、中央政府 ら発して地方に伝わっていくと考えるならば、地方長官補佐が在 の名望家であることは、マイナス要因として評価される。しかし、王権が地方 かなりの程度浸透して来ている はいえ まだ公権力が一元化されていない状況の中では、そして、中世 な代表制度も近代的な代表制度も欠如してい の時代にあっ は、地方長官補佐が名望家と て二つの顔を持っていることは、王権の地方行政が動いていくうえで、逆に一定の有効性をもっていたのではな だろうか。　
そもそも、国務会議や地方長官自体も、地方長官補佐が独自の判断で動かないように警戒しつつも、自
















してどんな裁判所があるか、調査するようにという命令が地方長官にあり、 れが地方長官補佐に降りてきた。この調査が現況と同時に改善すべき点の指摘を求めていたこ もあるが 裁判役人たちとその機構へのゲルシュ 評価は厳しい。裁判所と裁判所の間の縄張り争いの実態を述べ、役人の多さ、そのことによる官職価格の大幅な下落を指摘し、ボーフォール セネシャル裁判所やアンジェのプレヴォー裁判所の廃止まで提言している
（
4）。また、一七六四年、都市制度改革を企てていた財務総監ラヴェルディが、そ













名望家であり法律をかじっているという点では共通だが、地方長官と比べ と前職や地域社会における位置などの点 、ずっとばらつきがあ 。そして、地方長官補佐の在職期間がしばしば長期にわたることにみられるように、非人格的、近代的機構 一環として 方長官補佐が存在していたわけではないことも、ある地方長官補佐管区の行政のあり方が、 地方長官補佐のパーソナリティに左右されやすい条件をつくっている。　
長くアンジェの地方長官補佐を務めたゲルシュ、マルソーレ父子は、地方長官補佐としてかなり有能な
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 6 février 1757 [A
D
M
L, C
 19]. 「あの男」というのは、ダールなる人
物だが、文脈はよく分からない。
